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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
・少なくとも１種の潤滑油、
・少なくとも１種の統計共重合体Ａ１、および少なくとも２つのボロン酸エステル官能基
を含む少なくとも１種の化合物Ａ２で構成された混合物に起因する組成物であって：
ｏ前記統計共重合体Ａ１は、以下のモノマーの共重合に起因し：
　・一般式（Ｉ）の少なくとも１種の第１のモノマーＭ１：
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【化１】

　式中：
－　Ｒ１は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
；
－　ｘは２から１８の範囲の整数であり；
－　ｙは０または１に等しい整数であり；
－　Ｘ１とＸ２は、同一または異なって、水素、テトラヒドロピラニル、メチルオキシメ
チル、ｔｅｒ－ブチル、ベンジル、トリメチルシリルおよびｔ－ブチルジメチルシリルに
よって形成された群から選択され；
あるいは、
－　Ｘ１およびＸ２は、酸素原子とともに次式の架橋を形成し、
【化２】

式中：
　－　星（＊）は、酸素原子に対する結合を表し、
　－　Ｒ’２およびＲ’’２は、同一または異なって、水素およびＣ１－Ｃ１１アルキル
基によって形成された群から選択され；
あるいは
－　Ｘ１とＸ２は、酸素原子と次式のボロン酸エステルを形成し、
【化３】

　式中：
　－　星（＊）は、酸素原子に対する結合を表し、
　－　Ｒ'''２は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｃ７－Ｃ１８アラルキル基およびＣ２－Ｃ

１８アルキル基によって形成された群から選択され；
・一般式（ＩＩ－Ａ）の少なくとも１種の第２のモノマーＭ２：
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【化４】

　式中：
－　Ｒ２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
、
－　Ｒ３１は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｒ’３によって置換されたＣ６－Ｃ１８アリー
ル基、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ’３、－Ｏ－Ｒ’３、－Ｓ－Ｒ’３および－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ
）－Ｒ’３（ここで、Ｒ’３はＣ１－Ｃ３０アルキル基である）によって形成された群か
ら選択される、組成物。
【請求項２】
　請求項１による組成物であって、前記統計共重合体Ａ１は、少なくとも１種のモノマー
Ｍ１、および異なるＲ３１を有する少なくとも２種のモノマーＭ２の共重合に起因する、
組成物。
【請求項３】
　請求項２による組成物であって、前記統計共重合体Ａ１のモノマーＭ２のうちの１つは
一般式（ＩＩ－Ａ１）を有している：

【化５】

　式中：
－　Ｒ２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
、
－　Ｒ’’３１はＣ１－Ｃ１４アルキル基であり、および
　前記統計共重合体Ａ１の別のモノマーＭ２は一般式（ＩＩ－Ａ２）を有している：
【化６】

　式中：
－　Ｒ２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
、
Ｒ'''３１はＣ１５－Ｃ３０アルキル基である、組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物であって、化合物Ａ２は式（ＩＩＩ）の化
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合物であり：
【化７】

　式中：
－　ｗ１およびｗ２は、同一または異なって０と１の間で選択された整数であり、
－　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は、同一または異なって、水素原子、および１～２４個
の炭素原子を有する炭化水素含有基からなる群から選択され；
－　Ｌは二価の連結基で、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｃ６－Ｃ１８アラルキル基およびＣ

２－Ｃ２４炭化水素含有鎖によって形成された群から選択される、組成物。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物であって、化合物Ａ２は、以下のモノマー
の共重合に起因する統計共重合体である、組成物。
・式（ＩＶ）の少なくとも１種のモノマーＭ３：

【化８】

　式中：
－　ｔは０または１に等しい整数であり；
－　ｕは０または１に等しい整数であり；
－　ＭとＲ８は同一または異なって、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｃ７－Ｃ２４アラルキル
基およびＣ２－Ｃ２４アルキル基によって形成された群から選択される二価の連結基であ
って、
－　Ｘは、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－、－Ｎ（Ｈ）
－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｈ）－、－Ｎ（Ｒ’４）－、および－Ｏ－によって形成さ
れた群から選択された官能基であり（ここでＲ’４は１～１５個の炭素原子を含む炭化水
素含有鎖である）；
－　Ｒ９は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
；
－　Ｒ１０とＲ１１は同一または異なって、水素、および１～２４個の炭素原子を有する
炭化水素含有基によって形成された群から選択され、
・一般式（Ｖ）の少なくとも１種の第２のモノマーＭ４：
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【化９】

　式中：
－　Ｒ１２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択さ
れ、
－　Ｒ１３は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｒ’１３によって置換されたＣ６－Ｃ１８アリ
ール基、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ’１３、－Ｏ－Ｒ’１３、－Ｓ－Ｒ’１３および－Ｃ（Ｏ）
－Ｎ（Ｈ）－Ｒ’１３（ここで、Ｒ’１３はＣ１－Ｃ２５アルキル基）によって形成され
た群から選択される、組成物。
【請求項６】
　請求項５による組成物であって、一般式（ＩＶ）のモノマーのＲ１０、Ｍ、Ｘ、および
（Ｒ８）ｕ（ｕは０または１）の連続によって形成された鎖は、炭素原子総数８～３８個
を有する、組成物。
【請求項７】
　請求項５または６に記載の組成物であって、共重合体Ａ２の側鎖は、８個以上の炭素原
子の平均長さを有している、組成物。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれか一項に記載された組成物であって、前記共重合体中、統計共重
合体Ａ２は、０．２５～２０％の式（ＩＶ）のモノマーのモル百分率を有している、組成
物。
【請求項９】
　請求項５～８のいずれか一項に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ２は、５０
～１５００の数平均重合度を有している、組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１の側鎖は
、８～２０個の炭素原子の平均長さを有している、組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１は、前
記共重合体中、式（Ｉ）のモノマーＭ１のモル百分率１～３０％を有している、組成物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１は、１
００～２０００の平均重合度を有している、組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載された組成物であって、潤滑油は、ＡＰＩ分類の
グループＩ、グループＩＩ、グループＩＩＩ、グループＩＶ、グループＶの基油、および
これらの混合物から選択される、組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載された組成物であって、清浄剤、耐摩耗添加剤、
極圧添加剤、追加の酸化防止剤、粘度指数向上ポリマー、流動点向上剤、消泡剤、腐食抑
制剤、増粘剤、分散剤、摩擦調整剤およびそれらの混合物によって形成された群から選択
された機能的添加剤をさらに含む、組成物。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１と化合
物Ａ２（比率Ａ１／Ａ２）の質量比は、０．００１～１００である、組成物。
【請求項１６】
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　請求項１～１４のいずれか一項に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１および
化合物Ａ２の総質量は、潤滑剤組成物の全質量に対して０．５～２０％であり、かつ潤滑
油の質量は、潤滑剤組成物の全質量に対して８０％から９９．５％までの範囲である、組
成物。
【請求項１７】
　機械的部分を潤滑するための、請求項１～１６のうちのいずれか１項に記載された組成
物の使用。
【請求項１８】
　以下の混合物に起因する原液組成物：
・少なくとも１種の統計共重合体Ａ１；
・少なくとも２つのボロン酸エステル官能基を含む少なくとも１種の化合物Ａ２；
および
・清浄剤、耐摩耗添加剤、極圧添加剤、酸化防止剤、粘度指数向上ポリマー、流動点向上
剤、消泡剤、増粘剤、分散剤、摩擦調整剤およびそれらの混合物によって形成された群か
ら選択された少なくとも１つの機能的添加剤であって；
ｏ前記統計共重合体Ａ１は、以下のモノマーの共重合に起因し：
　・一般式（Ｉ）の少なくとも１種の第１のモノマーＭ１
【化１０】

　式中：
－　Ｒ１は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
；
－　ｘは２から１８の範囲の整数であり；
－　ｙは０または１に等しい整数であり；
－　Ｘ１とＸ２は、同一または異なって、水素、テトラヒドロピラニル、メチルオキシメ
チル、ｔｅｒ－ブチル、ベンジル、トリメチルシリルおよびｔ－ブチルジメチルシリルに
よって形成された群から選択され；
あるいは、
－　Ｘ１およびＸ２は、酸素原子とともに、次の式の架橋構造を形成し、
【化１１】

式中：
　－　星（＊）は、酸素原子に対する結合を表し、
　－　Ｒ’２およびＲ’’２は、同一または異なって、水素およびＣ１－Ｃ１１アルキル
基によって形成された群から選択され；
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あるいは
－　Ｘ１とＸ２は、酸素原子と次式のボロン酸エステルを形成し、
【化１２】

式中：
　－　星（＊）は、酸素原子に対する結合を表し、
　－　Ｒ'''２は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｃ７－Ｃ１８アラルキル基およびＣ２－Ｃ

１８アルキル基によって形成された群から選択され；
・一般式（ＩＩ－Ａ）の少なくとも１種の第２のモノマーＭ２：
【化１３】

式中：
－　Ｒ２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
、
－　Ｒ３１は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｒ’３によって置換されたＣ６－Ｃ１８アリー
ル基、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ’３、－Ｏ－Ｒ’３、－Ｓ－Ｒ’３および－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ
）－Ｒ’３（ここで、Ｒ’３はＣ１－Ｃ３０アルキル基である）によって形成された群か
ら選択される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４１８】
　これらの結果により、本発明による潤滑剤組成物は、従来のＶＩ向上ポリマーを含む潤
滑剤組成物に対して、ＶＩが非常に明瞭に増加していることが示される。このようなＶＩ
の増加が、潤滑剤組成物のポリマー量を増加させずに実証される点に注意されたい。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
　〔態様１〕
・少なくとも１種の潤滑油、
・少なくとも１種の統計共重合体Ａ１、および少なくとも２つのボロン酸エステル官能基
を含む少なくとも１種の化合物Ａ２で構成された混合物に起因する組成物であって：
ｏ前記統計共重合体Ａ１は、以下のモノマーの共重合に起因し：
　・一般式（Ｉ）の少なくとも１種の第１のモノマーＭ１：
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【化５２】

　式中：
－　Ｒ１は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
；
－　ｘは２から１８の範囲の整数であり；
－　ｙは０または１に等しい整数であり；
－　Ｘ１とＸ２は、同一または異なって、水素、テトラヒドロピラニル、メチルオキシメ
チル、ｔｅｒ－ブチル、ベンジル、トリメチルシリルおよびｔ－ブチルジメチルシリルに
よって形成された群から選択され；
あるいは、
－　Ｘ１およびＸ２は、酸素原子とともに次式の架橋を形成し、
【化５３】

式中：
　－　星（＊）は、酸素原子に対する結合を表し、
　－　Ｒ’２およびＲ’’２は、同一または異なって、水素およびＣ１－Ｃ１１アルキル
基（好ましくはメチル）によって形成された群から選択され；
あるいは
－　Ｘ１とＸ２は、酸素原子と次式のボロン酸エステルを形成し、
【化５４】

　式中：
　－　星（＊）は、酸素原子に対する結合を表し、
　－　Ｒ'''２は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｃ７－Ｃ１８アラルキル基およびＣ２－Ｃ

１８アルキル基（好ましくはＣ６－Ｃ１８アリール基）によって形成された群から選択さ
れ；
・一般式（ＩＩ－Ａ）の少なくとも１種の第２のモノマーＭ２：
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【化５５】

　式中：
－　Ｒ２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
、
－　Ｒ３１は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｒ’３によって置換されたＣ６－Ｃ１８アリー
ル基、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ’３、－Ｏ－Ｒ’３、－Ｓ－Ｒ’３および－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ
）－Ｒ’３（ここで、Ｒ’３はＣ１－Ｃ３０アルキル基である）によって形成された群か
ら選択される、組成物。
　〔態様２〕
　態様１による組成物であって、前記統計共重合体Ａ１は、少なくとも１種のモノマーＭ
１、および異なるＲ３１を有する少なくとも２種のモノマーＭ２の共重合に起因する、組
成物。
　〔態様３〕
　態様２による組成物であって、前記統計共重合体Ａ１のモノマーＭ２のうちの１つは一
般式（ＩＩ－Ａ１）を有している：

【化５６】

　式中：
－　Ｒ２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
、
－　Ｒ’’３１はＣ１－Ｃ１４アルキル基であり、および
　前記統計共重合体Ａ１の別のモノマーＭ２は一般式（ＩＩ－Ａ２）を有している：
【化５７】

　式中：
－　Ｒ２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
、
Ｒ'''３１はＣ１５－Ｃ３０アルキル基である、組成物。
　〔態様４〕
　態様１～３のいずれか一態様に記載の組成物であって、化合物Ａ２は式（ＩＩＩ）の化
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合物であり：
【化５８】

　式中：
－　ｗ１およびｗ２は、同一または異なって０と１の間で選択された整数であり、
－　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は、同一または異なって、水素原子、および１～２４個
の炭素原子（好ましくは４～１８個の炭素原子、好ましくは６～１４個の炭素原子）を有
する炭化水素含有基からなる群から選択され；
－　Ｌは二価の連結基で、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｃ６－Ｃ１８アラルキル基およびＣ

２－Ｃ２４炭化水素含有鎖によって形成された群から選択される、組成物。
　〔態様５〕
　態様１～３のいずれか一態様に記載の組成物であって、化合物Ａ２は、以下のモノマー
の共重合に起因する統計共重合体である、組成物。
・式（ＩＶ）の少なくとも１種のモノマーＭ３：

【化５９】

　式中：
－　ｔは０または１に等しい整数であり；
－　ｕは０または１に等しい整数であり；
－　ＭとＲ８は同一または異なって、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｃ７－Ｃ２４アラルキル
基およびＣ２－Ｃ２４アルキル基（好ましくはＣ６－Ｃ１８アリール基）によって形成さ
れた群から選択される二価の連結基であって、
－　Ｘは、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－、－Ｎ（Ｈ）
－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｈ）－、－Ｎ（Ｒ’４）－、および－Ｏ－によって形成さ
れた群から選択された官能基であり（ここでＲ’４は１～１５個の炭素原子を含む炭化水
素含有鎖である）；
－　Ｒ９は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
；
－　Ｒ１０とＲ１１は同一または異なって、水素、および１～２４個の炭素原子（好まし
くは４～１８個の炭素原子、好ましくは６～１４個の炭素原子）を有する炭化水素含有基
によって形成された群から選択され、
・一般式（Ｖ）の少なくとも１種の第２のモノマーＭ４：
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【化６０】

　式中：
－　Ｒ１２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択さ
れ、
－　Ｒ１３は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｒ’１３によって置換されたＣ６－Ｃ１８アリ
ール基、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ’１３、－Ｏ－Ｒ’１３、－Ｓ－Ｒ’１３および－Ｃ（Ｏ）
－Ｎ（Ｈ）－Ｒ’１３（ここで、Ｒ’１３はＣ１－Ｃ２５アルキル基）によって形成され
た群から選択される、組成物。
　〔態様６〕
　態様５による組成物であって、一般式（ＩＶ）のモノマーのＲ１０、Ｍ、Ｘ、および（
Ｒ８）ｕ（ｕは０または１）の連続によって形成された鎖は、炭素原子総数８～３８個（
好ましくは１０～２６個）を有する、組成物。
　〔態様７〕
　態様５または６に記載の組成物であって、共重合体Ａ２の側鎖は、８個以上の炭素原子
（好ましくは１１～１６個の炭素原子）の平均長さを有している、組成物。
　〔態様８〕
　態様５～７のいずれか一態様に記載された組成物であって、前記共重合体中、統計共重
合体Ａ２は、０．２５～２０％（好ましくは１～１０％）の式（ＩＶ）のモノマーのモル
百分率を有している、組成物。
　〔態様９〕
　態様５～８のいずれか一態様に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ２は、５０
～１５００（好ましくは８０～８００）の数平均重合度を有している、組成物。
　〔態様１０〕
　態様１～９のいずれか一態様に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１の側鎖は
、８～２０個の炭素原子（好ましくは９～１５個の炭素原子）の平均長さを有している、
組成物。
　〔態様１１〕
　態様１～１０のいずれか一態様に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１は、前
記共重合体中、式（Ｉ）のモノマーＭ１のモル百分率１～３０％（好ましくは５～２５％
、より好ましくは９～２１％）を有している、組成物。
　〔態様１２〕
　態様１～１１のいずれか一態様に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１は、１
００～２０００（好ましくは１５０～１０００）の平均重合度を有している、組成物。
　〔態様１３〕
　態様１～１２のいずれか一態様に記載された組成物であって、潤滑油は、ＡＰＩ分類の
グループＩ、グループＩＩ、グループＩＩＩ、グループＩＶ、グループＶの基油、および
これらの混合物から選択される、組成物。
　〔態様１４〕
　態様１～１３のいずれか一態様に記載された組成物であって、清浄剤、耐摩耗添加剤、
極圧添加剤、追加の酸化防止剤、粘度指数向上ポリマー、流動点向上剤、消泡剤、腐食抑
制剤、増粘剤、分散剤、摩擦調整剤およびそれらの混合物によって形成された群から選択
された機能的添加剤をさらに含む、組成物。
　〔態様１５〕
　態様１～１４のいずれか一態様に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１と化合
物Ａ２（比率Ａ１／Ａ２）の質量比は、０．００１～１００（好ましくは０．０５～２０
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、より好ましくは０．０１～１０、さらに好ましくは０．２～５）である、組成物。
　〔態様１６〕
　態様１～１４のいずれか一態様に記載された組成物であって、統計共重合体Ａ１および
化合物Ａ２の総質量は、潤滑剤組成物の全質量に対して０．５～２０％であり、かつ潤滑
油の質量は、潤滑剤組成物の全質量に対して８０％から９９．５％までの範囲である、組
成物。
　〔態様１７〕
　機械的部分を潤滑するための、態様１～１６のうちのいずれか１項に記載された組成物
の使用。
　〔態様１８〕
　以下の混合物に起因する原液組成物：
・少なくとも１種の統計共重合体Ａ１；
・少なくとも２つのボロン酸エステル官能基を含む少なくとも１種の化合物Ａ２；
および
・清浄剤、耐摩耗添加剤、極圧添加剤、酸化防止剤、粘度指数向上ポリマー、流動点向上
剤、消泡剤、増粘剤、分散剤、摩擦調整剤およびそれらの混合物によって形成された群か
ら選択された少なくとも１つの機能的添加剤であって；
ｏ前記統計共重合体Ａ１は、以下のモノマーの共重合に起因し：
　・一般式（Ｉ）の少なくとも１種の第１のモノマーＭ１
【化６１】

　式中：
－　Ｒ１は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
；
－　ｘは２から１８の範囲の整数であり；
－　ｙは０または１に等しい整数であり；
－　Ｘ１とＸ２は、同一または異なって、水素、テトラヒドロピラニル、メチルオキシメ
チル、ｔｅｒ－ブチル、ベンジル、トリメチルシリルおよびｔ－ブチルジメチルシリルに
よって形成された群から選択され；
あるいは、
－　Ｘ１およびＸ２は、酸素原子とともに、次の式の架橋構造を形成し、

【化６２】

式中：
　－　星（＊）は、酸素原子に対する結合を表し、
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　－　Ｒ’２およびＲ’’２は、同一または異なって、水素およびＣ１－Ｃ１１アルキル
基（好ましくはメチル）によって形成された群から選択され；
あるいは
－　Ｘ１とＸ２は、酸素原子と次式のボロン酸エステルを形成し、
【化６３】

式中：
　－　星（＊）は、酸素原子に対する結合を表し、
　－　Ｒ'''２は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｃ７－Ｃ１８アラルキル基およびＣ２－Ｃ

１８アルキル基（好ましくはＣ６－Ｃ１８アリール基）によって形成された群から選択さ
れ；
・一般式（ＩＩ－Ａ）の少なくとも１種の第２のモノマーＭ２：

【化６４】

式中：
－　Ｒ２は、－Ｈ、－ＣＨ３および－ＣＨ２－ＣＨ３によって形成された群から選択され
、
－　Ｒ３１は、Ｃ６－Ｃ１８アリール基、Ｒ’３によって置換されたＣ６－Ｃ１８アリー
ル基、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ’３、－Ｏ－Ｒ’３、－Ｓ－Ｒ’３および－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ
）－Ｒ’３（ここで、Ｒ’３はＣ１－Ｃ３０アルキル基である）によって形成された群か
ら選択される。


	header
	written-amendment

